
北海道函館聾学校（令和６年６月１０日作成）

６月７日金曜日、今年の運動会は、春の日差しが温かい晴天の中、グラウンド

で実施できました。

保護者の皆様をはじめご家族の皆様、深堀小学校の校長先生、深堀中学校の教

頭先生、学校運営協議会の委員様、同窓会長様、函館聴覚障がい者協会長様、地

域の町内会長様をはじめ近隣にお住まいの皆様、深堀保育園の園長先生をはじめ

交流している深堀保育園の園児の皆さんや先生方、そして、函館聾学校ボランテ

ィアバンクの皆様など、多くの方に見守られながらの運動会となりました。本当

に嬉しい限りです。

特に、今年度はじめて、６名のボランティアバンクの皆様がお手伝いとして参

加してくださり、用具を運んだり、子どもたちに熱い声援を送ったりしてくれま

した。本当にありがとうございました。

おかげさまで、子どもたちの「光るところ」「とても良いところ」を皆様に見

ていただくことができたと思っております。

ラジオ体操だけ見ても、見ごた

えのあるラジオ体操でした。手の

指先にまで気持ちが行き渡る体操

の様子に、私は一緒に体操をしな

がら「すごいな。」と感動してしま

いました。（手前味噌ですが。）

どの場面を切り取っても、子どもたち

の一生懸命な様子が伝わってきて、皆様

に見ていただけて本当に良かったなと感

じております。（写真を見れば一目瞭然で

分かるのではないでしょうか。）

また、もう一つ嬉しかったのは、先生方の「子どもたちや見る人に優しい運営」

でした。最初に開会式で並ぶときは、その場で判断した並び方になりました。直



射日光で話している人の顔が見えなくならないように、手話や顔、口元が見えて

伝わりやすいように少し斜めに角度を付けて幼児児童生徒を並ばせていました。

見て分かる視覚的な配慮を、その場で判断して運営してくれたことが嬉しいです。

また、競技ごとに手話通訳者の位置を変えて、きこえない方が見やすく分かりや

すい通訳に努めていました。徒競走などのゴール位置では、競技担当者が結果発

表をする際、マイクで話すだけではなく、観客席にも見えるように手話付で子ど

もたちに記録を伝えている様子は、子どもたちにだけではなくグラウンド内の様

々な場所から話者を見ていれば情報が伝わる工夫になっていました。そのような

さりげない、何気ない工夫が随所に見られ、どこにいても自然と情報が伝わる運

動会になっていたと思います。指摘されないと分からないぐらい自然に行えてい

た運営の工夫がとても嬉しく感じました。本校の先生方は、「素晴らしい」と思

わされた時間になりました。（これも手前味噌ですが。）

全体を通して収穫の多い運動会となりました。ご参観いただいた皆様、誠にあ

りがとうございました。






